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資
金
不
足
比
率
は
、
簡
易
水

道
事
業
な
ど
の
公
営
企
業
の
資

金
不
足
が
あ
る
場
合
、
そ
の
不

足
額
が
事
業
規
模
に
対
し
て
ど

れ
く
ら
い
か
を
示
し
た
も
の
で

す
。
こ
の
比
率
が
高
く
な
る
ほ

ど
公
営
企
業
の
経
営
状
態
に
問

題
が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

津
奈
木
町
に
は
２
つ
の
公
営

企
業
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す

が
、
ど
ち
ら
も
資
金
不
足
額
は

な
い
た
め
数
値
は
算
出
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

　

平
成
24
年
度
の
一
般
会
計
と
６

つ
の
特
別
会
計
の
決
算
が
、
９
月

の
定
例
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
決
算
額
は
歳

入
総
額
が
31
億
８
７
５
７
万

円
に
対
し
、
歳
出
総
額
は

29
億
８
５
７
７
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
今
年
度
の
歳
入
歳
出
総
額

を
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
歳

入
は
３
８
７
万
円
増
額
、
歳
出
は

１
０
３
９
万
円
減
額
し
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
の
決
算
額
は
、
歳

入
が
18
億
６
６
７
７
万
円
、
歳
出

は
16
億
８
１
８
５
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、

歳
入
は
３
３
４
４
万
円
、
歳
出
は

８
９
６
０
万
円
そ
れ
ぞ
れ
増
額
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
健
全
化
判
断
比
率

や
資
金
不
足
比
率
か
ら
見
た
町
の

財
政
状
況
と
、
一
般
会
計
の
歳
入

歳
出
予
算
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

町
の
お
金
ど
う
使
っ
て
る
？

平
成
24
年
度

決
算
報
告

■一般会計・特別会計決算

会 計 区分 決算額 対前年比

一 般 会 計
歳入 31億8,757万円 0.1%
歳出 29億8,577万円 △0.3%

特 別 会 計
歳入 18億6,677万円 1.8%
歳出 16億8,185万円 5.6%

国 民 健 康 保 険 事 業
歳入 10億2,055万円 △1.7%
歳出 8億8,885万円 4.9%

後 期 高 齢 者 医 療 事 業
歳入 7,268万円 3.2%
歳出 7,152万円 3.8%

簡 易 水 道 事 業
歳入 1億2,221万円 67.4%
歳出 1億1,303万円 69.4%

介 護 保 険 事 業
歳入 6億2,816万円 7.1%
歳出 5億9,553万円 7.4%

恒 久 対 策 事 業
歳入 1,310万円 △73.0%
歳出 1,279万円 △73.2%

宅 地 造 成 事 業
歳入 1,007万円 △41.6%
歳出 13万円 △98.2%

合 計
歳入 50億5,434万円 0.7%
歳出 46億6,762万円 1.7%

町の財政事情の公表

健全化判断比率
資金不足比率から見る
町の財政状況

区　　分

①実質赤字比率

②連結実質赤字比率

③実質公債費比率

④将来負担比率

15.00

20.00

25.0

350.0

早期健全化
基準

－

－

3.6

－

健全化
判断比率

■津奈木町の健全化判断比率（単位：％）

※健全化判断比率が早期健全化基準以下の数値であれば健全であると
　判断されます。

　

健
全
化
判
断
比
率
と
は
、
地

方
自
治
体
の
財
政
状
況
が
ど
の
水

準
に
あ
る
か
を
示
す
も
の
で
す
。

①
実
質
赤
字
比
率
、
②
連
結
実

質
赤
字
比
率
、
③
実
質
公
債
費

比
率
、
④
将
来
負
担
比
率
の
４
つ

が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
数
値
が
低
い

ほ
ど
財
政
状
況
が
し
っ
か
り
し
た

状
態
で
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

①
～
④
の
指
標
の
う
ち
、
ひ
と

つ
で
も
早
期
健
全
化
基
準
を
超

え
た
場
合
は
財
政
再
建
計
画
を
、

資
金
不
足
比
率
が
経
営
健
全
化

基
準
の
20
％
を
超
え
た
場
合
は
経

営
健
全
化
計
画
を
定
め
て
健
全
化

に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

い
ず
れ
の
指
標
も
基
準
内
と

な
っ
て
お
り
、
本
町
の
財
政
は
健

全
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

①
実
質
赤
字
比
率
・
②
連
結
実

質
赤
字
比
率

　

実
質
赤
字
比
率
は
、
福
祉
や

教
育
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
を
行

う
一
般
会
計
な
ど
の
赤
字
の
程

度
を
指
標
化
し
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
は
、

一
般
会
計
の
ほ
か
に
特
別
会
計

と
公
営
企
業
会
計
を
加
え
た
町

全
体
の
赤
字
の
程
度
を
示
す
も

の
で
す
。

③
実
質
公
債
費
比
率

　
借
入
金
の
返
済
額
な
ど
が
財
政

規
模
に
対
し
て
ど
れ
く
ら
い
か
を

表
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
比
率
が

高
い
ほ
ど
財
政
の
弾
力
性
が
低
下

し
、
財
政
状
況
が
厳
し
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。

④
将
来
負
担
比
率

　
借
入
金
の
返
済
額
な
ど
、
町
が

将
来
支
払
う
負
債
が
財
政
規
模

に
対
し
て
ど
の
程
度
あ
る
か
を
表

す
も
の
で
す
。

健
全
化
判
断
比
率
か
ら
見
る

資
金
不
足
比
率
か
ら
見
る

町民１人当たりの額（一般会計）

地方債（借金）　487,682円
基　金（貯金）　477,276円

※一般会計地方債および基金残高を平成24年度末
　人口5,092人で割って算出しています。

■地方債および基金残高

地
方
債

一般会計

特別会計

合　計

一般会計

特別会計

合　計

24億8,328万円

7,887万円

25億6,215万円

24億3,029万円

13億85万円

37億3114万円

基　

金

■町民１人当たり負担年額 ※町税には法人（企業）の負担税も含む。

65,108円

61,533円

34,884円

50,078円

15,596円

5,092人

1,594人

1,131人

1,777人

3,690人

人 口

被保険者

被保険者

被保険者

給水人口

町 税

国 民 健 康 保 険 税

後期高齢者医療保険料

介 護 保 険 料

水 道 料

■公有財産現在高

3,915,211㎡

39,459㎡

１億2,543万円

42台

17体

15万円

土 地

建 物

出 資 金

自 動 車

彫 刻

有 価 証 券

■資金不足比率（単位：％）

※表中の「-」は資金不足がないことを表します。

区　　分

簡易水道事業特別会計

宅地造成事業特別会計

比率

－

－

経営健全化
基準

20
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　 自 主 財 源
 　

 2 2 %
 　 　
 　
 　
 　
 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

 　 　
 　
 　

 　
 　
 　
 　
 　
 　
 　
 依
 存
 財
 源

 　 7
 8 ％ 

　    一般財源
　  歳入決算額
31億8757万円
     （目的別）

町税 
3億3,153万円（10.4％） 

諸収 入 
3,617万円（1.1％） 
使用料・手数料 
5,957万円（1.9％） 

分担金・負担金 
3,434万円（1.1％） 

その他 
2億3,990万円（7.5％） 

地方交付 税 
16億413万円（50.3％） 

国庫支出金 
2億4,239万円（7.6％ ） 

県支出金 
3億7,024万円（11.6％） 

各種交付 金 
4,600万円（1.4％） 

地方譲与 税 
3,012万円（1.0％） 

町債 
1億9,318万円（6.1％）

　

歳
入
は
地
方
交
付
税
が
50
・

３
％
と
約
半
分
を
占
め
て
お

り
、
ほ
か
国
庫
・
県
支
出
金
な

ど
の
依
存
財
源
が
全
体
の
78
・

０
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
は
、
県
支
出
金

の
増
額
な
ど
に
よ
り
昨
年
度
に

比
べ
若
干
増
額
し
て
い
ま
す

が
、
町
税
は
10
・
４
％
と
な
っ

て
お
り
、
町
税
を
含
む
自
主
財

源
は
22
・
０
％
と
財
源
確
保
は

前
年
度
に
引
き
続
き
厳
し
い
状

況
で
す
。

歳
入
の
状
況

歳　出 歳　入

町の財政事情の公表

　

平
成
24
年
度
は
総
務
費
、
民

生
費
が
合
わ
せ
て
51
・
６
％
と

約
半
分
を
占
め
て
お
り
総
務
費

の
主
な
内
容
と
し
て
は
、
町
職

員
の
人
件
費
や
町
有
施
設
な
ど

の
維
持
管
理
費
な
ど
で
、
民
生

費
の
主
な
内
容
と
し
て
は
、
町

内
保
育
園
の
運
営
費
や
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
費
な
ど
で
す
。

　

普
通
建
設
事
業
と
し
て
は
、

児
童
ク
ラ
ブ
建
設
工
事
や
給
食

セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
、
保
育
園

グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
工
事
、
温
泉

セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
な
ど
を
実

施
し
、
公
共
施
設
な
ど
の
整
備

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

歳
出
の
状
況

財
政
用
語
の
解
説

■
一
般
会
計

　

地
方
公
共
団
体
の
会
計
の

中
心
を
な
す
も
の
で
、
行
政

運
営
の
基
本
的
な
経
費
を
網

羅
し
て
計
上
し
た
会
計
。

■
特
別
会
計

　

一
般
会
計
に
対
し
て
、
特

定
の
事
業
を
区
分
し
た
り
、

特
定
の
歳
入
歳
出
を
別
個
に

処
理
す
る
た
め
の
会
計
。

■
歳
入

　

年
度
会
計
に
お
け
る
い
っ

さ
い
の
収
入
。
歳
入
予
算
と

は
そ
の
見
積
り
。

■
歳
出

　

年
度
会
計
に
お
け
る
い
っ

さ
い
の
支
出
。
歳
出
予
算
と

は
、
そ
の
見
積
り
で
あ
る
と

同
時
に
、
支
出
の
限
度
や
内

容
を
制
限
す
る
拘
束
力
を
有

し
て
い
る
。

■
自
主
財
源

　

町
が
自
主
的
に
収
入
し
う

る
財
源
。
地
方
税
、
使
用
料
・

手
数
料
、
繰
入
金
な
ど
を
含

む
。■

依
存
財
源

　

国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ

る
財
源
。
地
方
交
付
税
、

国
庫
・
県
支
出
金
、
地
方

債
な
ど
。

■
地
方
交
付
税

　

国
税
の
う
ち
所
得
税
、
法

人
税
、
酒
税
な
ど
を
一
定
の

割
合
で
町
の
財
政
需
要
に
応

じ
て
国
が
交
付
す
る
お
金
。

■
国
庫
・
県
支
出
金

　

町
が
行
う
事
業
に
対
し

て
国
や
県
か
ら
支
払
わ
れ

る
お
金
。

■
町
債
（
地
方
債
）

　

町
が
事
業
を
行
な
う
た

め
に
国
や
県
、
金
融
機
構

か
ら
借
り
る
お
金
。

■
公
債
費

　

町
が
借
り
た
お
金
の
元

利
償
還
金
（
返
済
金
）
や
一

時
借
入
金
利
子
の
合
計
。

■
普
通
建
設
事
業
費

　

道
路
、
橋
り
ょ
う
、
学

校
や
公
用
施
設
の
新
築
・

増
築
な
ど
の
建
設
事
業
に

要
す
る
経
費
。

平成25年３月に建設された、つなぎ児
童クラブ「風ん子」。

■町税の内訳
区　　分

市町村民税
個人分
法人分

固定資産税
軽自動車税

市町村たばこ税
入湯税

合　　計

決算額
１億１００３万円

９８０４万円
１１９９万円

１億８２４１万円
１２７２万円
２５６８万円

６９万円
３億３１５３万円

平成２４年度 一般会計決算

一般会計 
歳出決算額 

29億8,577万円 
（目的別） 

議会費 
7,864万円（2.6％） 

総務 費 
5億6,452万円（18.9％） 

民生 費 
9億7,497万円（32.7％ ） 

衛生費 
2億4,232万円（8.1％） 

農林水産業 費 
1億8,339万円（6.2％ ） 

商工 費 
7,473万円（2.5％） 

土木 費 
1億4,107万円（4.7％） 

災害復旧 費 
1,293万円（0.4％） 

消防 費 
1億1,761万円（3.9％） 

教育 費 
2億8,835万円（9.7％） 

公債費 
3億724万円（10.3％）
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平
成
25
年
度
上
半
期
（
平
成

25
年
９
月
30
日
現
在
）
の
予
算

状
況
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

一
般
会
計
は
2
億
３
６
０
０

万
円
補
正
が
あ
り
、
予
算
額
29

億
５
５
０
０
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
補
正
内
容
は
文
化
セ
ン

タ
ー
空
調
設
備
改
修
工
事
、
河

川
改
修
工
事
、
町
道
維
持
補
修

費
、
福
浦
農
村
公
園
整
地
工
事
、

各
小
中
学
校
備
品
購
入
費
な
ど

で
す
。

　

特
別
会
計
は
総
額
１
億
３
４

６
０
万
円
の
補
正
で
、
予
算
額

は
20
億
１
６
６
０
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
補
正
内
容
は
、
町
原

配
水
管
本
設
工
事
や
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
給
付
金
、
一
般
被
保

険
者
療
養
給
付
費
、
平
国
福
浦

簡
易
水
道
仮
設
管
撤
去
工
事
な

ど
で
す
。

　

平
成
25
年
度
の
町
の
歳
入
状

会 計 当初予算額 補正額 補正後 
現計予算額

一 般 会 計 27億1,900万円 2億3,600万円 29億5,500万円

特 別 会 計 18億8,200万円 1億3,460万円 20億1,660万円

国民健康保険事業 9億3,900万円 1億300万円 10億4,200万円

後期高齢者医療事業 7,500万円 30万円 7,530万円

簡 易 水 道 事 業 1億8,100万円 700万円 1億8,800万円

介 護 保 険 事 業 6億5,700万円 2,400万円 6億8,100万円

恒 久 対 策 事 業 1,000万円 30万円 1,030万円

宅 地 造 成 事 業 2,000万円 0万円 2,000万円

合 計 46億100万円 3億7,060万円 49億7,160万円

町の財政事情の公表

平
成
25
年
度

上
半
期
予
算
状
況

■一般会計・特別会計上半期予算額

況
は
、
約
８
割
が
依
存
財
源
、

約
２
割
が
自
主
財
源
と
な
っ
て

い
ま
す
。
依
存
財
源
と
は
、
国

や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
補
助
金

な
ど
の
こ
と
で
、
津
奈
木
町
の

歳
入
は
国
や
県
か
ら
の
収
入
次

第
で
大
き
く
左
右
さ
れ
る
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

依
存
財
源
の
総
額
は
22
億
７

５
２
６
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
内
訳
は
地
方
交
付
税
が
14

億
７
２
４
８
万
円
、
国
庫
・
県

支
出
金
が
５
億
４
７
４
３
万

円
、
町
債
が
１
億
８
３
０
９
万

円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国

庫
・
県
支
出
金
の
主
な
も
の
と

し
て
、
地
域
の
元
気
臨
時
交
付

金
や
漁
村
再
生
交
付
金
、
中
山

間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
事
業

補
助
金
が
１
億
１
９
３
万
円
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
、
町
税
な
ど
の
町
が
自

主
的
に
収
入
す
る
財
源
の
こ
と

を
自
主
財
源
と
い
い
、
総
額
は

６
億
７
９
７
２
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
内
訳
は
町
税
が
３
億

１
３
３
５
万
円
、
諸
収
入
が
２

３
８
９
万
円
、
使
用
料
・
手
数

料
が
５
６
８
６
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

歳
出
の
内
訳
は
主
な
も
の
と

し
て
民
生
費
が
７
億
９
８
１
７

万
円(

27
・
０
％)

、
総
務
費

が
５
億
５
４
９
７
万
円(

18
・

８
％)

、
衛
生
費
が
３
億
３
３
８

６
万
円(

11
・
３
％)

と
な
っ
て

い
ま
す
。
民
生
費
の
内
容
と
し

て
は
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費

や
保
育
園
の
運
営
費
、
社
会
福

祉
費
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
防
災
対
策
の
た
め
の

庁
舎
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
工

事
や
町
道
駅
前
線
の
拡
幅
工

事
、
傷
ん
だ
町
道
の
舗
装
工
事

危
険
な
河
川
の
改
修
工
事
な
ど

が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
以
前
は
学
童
ク
ラ
ブ

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
図
書

館
内
の
ス
ペ
ー
ス
が
新
し
く
図

書
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
さ
れ
ま
す
。

一
般
会
計
に
お
け
る

町
の
歳
入
状
況

一
般
会
計
に
お
け
る

町
の
歳
出
状
況

改修が予定されている津奈木町図書館。
学童クラブとして利用されていたスペー
スが新しく図書スペースとなる予定です。

町制施行50周年記念事業
第66回町民体育祭陸上競技大会

　

町
民
体
育
祭
陸
上
競
技
大
会
が
10
月

13
日
（
日
）
に
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
町
内
全
21
チ
ー
ム
が
参

加
し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
気
に
恵
ま
れ
、
町
民
が
ス

ポ
ー
ツ
で
一
緒
に
汗
を
流
し
、
チ
ー
ム
一

丸
と
な
っ
て
競
技
に
参
加
し
ま
し
た
。
全

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
を
飾
っ
た
男
女
年
代

別
リ
レ
ー
で
は
、
各
地
区
の
年
代
別
の
代

表
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
地
区
を
上
げ
て

の
応
援
も
白
熱
し
、
今
大
会
を
締
め
く

く
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
陸
上
競
技
の
部
で
は
上

下
門
チ
ー
ム
が
優
勝
、
年
間
総
合
成
績

で
は
大
泊
チ
ー
ム
が
優
勝
を
果
た
し
ま
し

た
。
昨
年
度
19
位
か
ら
今
年
度
７
位
へ

最
も
躍
進
を
果
た
し
た
平
国
上
・
辻
チ
ー

ム
に
は
躍
進
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

町民体育祭成績

スポーツの秋到来！

陸上競技の部
１位
２位
３位
年間総合成績の部
１位
２位
３位
総合の部躍進賞

　　　　上下門（169 点）
　　　　染　竹（150 点）
　　　　倉　谷（143 点）

　　　　大　泊（75 点）
　　　　倉　谷（69 点）
　　　　染　竹（66 点）

平国上・辻（19 位→７位）

大
泊
チ
ー
ム

年
間
総
合
で
優
勝
！

１

２

３

４

１．60歳代以上80メートル走。ピストルの合図とともに一斉に走り出しました。／　２．デカパンはいて、ボール転がしリレー。
男女で少し恥ずかしいかな？／３．綱引き。地区の気持ちが一つになりました。／４．町制施行50周年の横断幕を持ってお祝
いする桜戸地区応援団の皆さん。／
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村
か
ら
町
へ
…

  

歩
み
続
け
て
50
年

　

10
月
17
日
（
木
）、
津
奈
木
町

の
町
制
施
行
50
周
年
を
祝
う
記
念

式
典
が
、
つ
な
ぎ
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
式
典

で
は
こ
れ
ま
で
津
奈
木
町
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
た
人
や
団
体
に
表
彰

状
・
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、
当
日

は
来
賓
や
表
彰
者
ら
約
１
２
０
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

西
川
町
長
は
「
本
町
は
今
か
ら

50
年
前
の
昭
和
38
年
４
月
１
日
に

津
奈
木
村
か
ら
津
奈
木
町
へ
町
制

移
行
を
し
、
歴
代
の
町
長
や
町
議

会
議
員
各
位
、
町
民
の
皆
様
の
ご

尽
力
・
ご
支
援
に
よ
り
自
主
自
立

の
協
働
の
町
づ
く
り
が
進
め
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
50
周
年
を
機

に
町
の
将
来
を
見
つ
め
な
が
ら
町

民
皆
様
と
と
も
に
『
住
み
た
く
な

る
町
づ
く
り
』
を
基
本
理
念
と
し

て
新
た
な
町
づ
く
り
に
誠
心
誠
意

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
」
と
式
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
の
最
後
に
は
つ
な
ぎ
舞
鶴

太
鼓
に
よ
る
和
太
鼓
演
奏
も
披
露

さ
れ
町
制
施
行
50
周
年
を
祝
い
ま

し
た
。

―
町
民
憲
章
―

　
私
達
は
、
豊
か
な
住
み
よ
い
町
を
め
ざ
し
て
、

こ
の
憲
章
を
定
め
ま
す
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
先
人
の
道
徳
を
偲し
の

び
、
人
と
し
て
の
道
を
守
り
ま
す
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
感
謝
と
愛
情
に
み

ち
た
、
明
る
い
家
庭
を
築
き
ま
す
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
ふ
れ
あ
い
の
心
を

大
切
に
し
、
伸
び
ゆ
く
町
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
恵
ま
れ
た
自
然
を

生
か
し
産
業
振
興
に
努
め
ま
す
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
郷
土
の
文
化
を
伝

承
し
、
若
い
力
を
育
て
ま
す
。

表
彰
状
・
感
謝
状
受
賞
者
一
覧　
　

※
敬
称
略

50th Anniversery

町制施行50周年記念式典

▽
自
治
功
労
表
彰

　

竹
永　

正 

　

田
上　

智
昭

　

鶴
野　

申
洋

　

長
原　
　

輔

　

下
川　

文
雄

　

伊
藤　

亮

　

岩
﨑　

安
志　

　
（
故
）
六
車　

孝
吉

▽
教
育
文
化
功
労
表
彰

　

石
田　

ミ
サ
子

　

鶴
野　

賢
二

　

上
村　

幸
一

　

久
村　

り
え
子

　

緒
方　

利
恵
子

　

新
立　

広

　

丸
山　

久
雄

　

佐
々
木　

綠

　

鶴
野　

慶
昭

　

堀　
　

和
弘

　

眞
野　

嘉
一

　

津
奈
木
町
連
合
婦
人
会

　

津
奈
木
町
青
年
団

▽
社
会
福
祉
功
労
表
彰

　

川
添　

耕
生

　

津
奈
木
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

▽
税
務
功
労
表
彰

　

鶴
野　

輝
昭

▽
保
険
医
療
功
労
表
彰

　

上
村　

眞
富

　

元
村　

壯

▽
産
業
功
労
表
彰

　

荒
川　

隆
光

　

岩
﨑　

幸
一

　

門
﨑　
　

一

　

新
立　

文
範

　

永
松　

榮
三

　

濱
田　

悟

　

前
坂　

隆

　

森
山　

修
一

　

山
本　

誠
吾

▽
交
通
安
全
・
防
犯
功
労
表
彰

　

森
下　

紀
裕

　

森
下　

武
明

　

吉
川　

敬
一

　

福
﨑　

靖
夫

　
　

平　

弘
美

▽
教
育
文
化
行
政

　

村
上　

廣

　

岡
松　

莊
一
郎

　

山
下　

泰
司

　

野
﨑　

明
光

　

山
口　

武
久

　

森　
　

安
広

　

寺
本　

信
介

▽
社
会
福
祉
行
政

　

谷
口　

輝
子

　

竹
本　

カ
チ
子

　

田
村　

滋
野

　

栁
迫　

喜
美
子

　

岩
﨑　

美
津
子

　

下
田　

キ
ヨ
ノ

　

久
村　

豊
美

　

澤
井　

靜
代

　

岩
﨑　

ル
ミ
子

　

林　
　

生
也

　

松
本　

チ
ホ

▽
税
務
行
政

　

濱
本　

繁
己

▽
保
医
療
行
政

　

六
車　

資
博

▽
産
業
行
政

　

澤
井　

則
夫

　

山
口　

登

　

堀
田　

将
豊

　

林
田　

昭
德

　

山
口　

幸
太
郎

　

小
嶋　

利
治

　

福
田　

征
起

▽
交
通
安
全
・
防
犯
行
政

　

齋
藤　

誠

▽
一
般
功
労

　

六
車　

不
二
子

　

山
﨑　

春
實

　

松
本　

央

　

村
上　

慶
喜

　

田
村　

健
夫

　
（
故
）
松
原　

保
男

　
（
故
）
船
場　

勝
義

　

大
富
建
設　

株
式
会
社

　

株
式
会
社　

吉
永
商
会

　

興
南
電
気　

株
式
会
社

　

近
代
物
産　

株
式
会
社

　

株
式
会
社　

山
岡
商
事

　

水
俣
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

○
感
謝
状
受
賞
者

○
表
彰
状
受
賞
者
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町制施行50周年記念事業
50 
津奈木町は 

2013年で町制施行50周年 
津奈木町は 

2013年で町制施行50周年 

TS
U
N
AG
I　

TO
WN　50th　Anniversary 

三遊亭歌之介独演会

■日　時　
11月30日（土）
午後６時開場
午後６時30分開演
■場　所
つなぎ文化センター
■料　金
入場無料　
※整理券が必要となりま
す。整理券は津奈木町
役場・つなぎ文化セン
ター・四季彩・グリーン
ゲイトで配布しています。

記念切手制作

写真で振り返る

　　津奈木歴史展

　町制施行50周年を記念してふれあい祭りで、昔
の津奈木町の写真を集めた写真展を開催します。
■日　時　
11 月９日（土）10 日（日）
■場　所
Ｂ＆Ｇ体育館
■料　金
無料
※ふれあい祭り終了後一定期間つなぎ温泉四季
彩などに設置予定。　

　町制施行50周年を
記念してオリジナル
記念切手を作成しま
した。記念切手は各
世帯に一枚ずつ配布
する予定です。
　追加で切手が欲し
い人は、津奈木郵便
局や役場で販売予定

（1,200円）です。また
ふれあい祭りでも販
売所を設置しますの
でぜひご購入下さい。

津奈木町今後の

授与された𠮷野幹男さん（日当）

　10 月７日（月）、元町議会議員の𠮷野
幹
みきお

男さん（日当）が高齢者叙勲の旭日単光
章を受章し、伝達式が行われました。高齢
者叙勲は、公共のために貢献された各界の
功労者に授与されます。
　𠮷野さんは町議会議員に３期 12 年間在
職。教育厚生常任委員の際には総合運動公
園の整備など，町民のスポーツによる地域
づくりや、各学校での子どもの安全面に配
慮した教育環境整備の推進などさまざまな
地方自治の振興に尽力されました。

「旭日単光章」（高齢者叙勲）受章長年にわたる自治功労

　10 月 12 日（土）舞鶴城公園展望広場に
縁結びの鐘として新しく設置された『幸せの
鐘』の除幕式が行われました。
　これは、町名の津奈木町にちなんで「人と
人をつなぐ縁結び」の意味を込めて設置され
たもので、当日は町内外から集まったカップ
ル・友人・家族ら10組が参加しました。全
組がこれからの幸せを願い、鐘を鳴らすと辺
りにきれいな鐘の音が響き渡りました。最後
に町長の鳴らす鐘に合わせて、願い事を書い
た風船を一斉に飛ばしました。この鐘はいつ
でも鳴らすことができ、風船はつなぎ美術館
で購入できます。
　

幸せの鐘除幕式開催

人と人とをつなぐ『幸せの鐘』完成

【料金設定】
◇風船１個　　　　500 円
◇モノレール往復　600 円　
◇カップルセット　 1,000 円
※風船１つ、モノレール往復乗車券
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のわだいまち Tow
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津奈木中学校のチームワークを見せました

　10 月 18 日（金）、総合グラウンドで水俣
芦北地域の中学校９校による駅伝大会が開催
されました。この大会で本町の男子チームが
１位を獲得し、見事２連覇を達成しました。
これにより上位２チームが出場できる、１１月
８日、天草市で開催される県大会出場も決ま
りました。女子チームにおいては３位となり、
惜しくも県大会出場には届きませんでしたが、
素晴らしい走りを見せました。
　今年は、男子第２区を走った石井魁

かいと
人さん

（丸岡）、第６区を走った村上大
ひろよし

好さん（染
竹）が区間賞を獲得。村上さんおいては区間
新記録を達成しました。

芦北郡水俣市中学校駅伝大会

福祉スポーツ大会開催

　10 月 20 日（日）、総合グラウンドで福祉
スポーツ大会が開催され、老人会や母子会、
福祉団体約300人が参加しました。この大会
は、参加者の健康増進を目的に、老人クラブ
連合会、母子会、身体障害者互助会、民生児
童委員協議会が参加して毎年行われているも
のです。
　パン食い競争やペンギンリレーなど、さま
ざまな競技が行われ、参加者は楽しそうな表
情を浮かべていました。また、観客席からも
声援と笑い声が飛び交っていました。今年度
の優勝チームは母子会チームとなりました。

みんなで楽しく元気に
パンをくわえてゴールを目指す選手

参加者により献花が行われました

　10 月１日（火）、改善センターで戦没者
追悼式が厳かに執り行われました。戦没者
３０５柱の英霊をまつり、その遺族や関係
者ら約２００人が参加しました。
 式典で西川町長は「先輩諸氏が築かれた、
お互い助け合う温かみのある町、自然の美
しい町を維持しつつ、『心の通う、住みた
くなる町づくり』、安全で安心して暮らせ
る『文化の薫る町づくり』を目指し、諸施
策を推進します」と式辞を述べました。そ
の後、光陽会による「英霊を弔」がささげ
られ、参加者により献花が行われました。

津奈木町戦没者追悼式

永年の平和を願って

男子優勝！女子惜しくも３位！

To
w

n 
To

pi
cs

堅いかづらに悪戦苦闘していました

　10 月 20 日（日）、古中尾の里山で森林教
室とお魚教室が行われました。これは自然体
験学習プログラム検討委員会が古中尾森友会
と漁業士会協力のもと開いた教室で、当日は
親子連れや地元の子ども達、少年団員、約
２０人が参加しました。
　最初に古中尾の里山を木の勉強をしながら
散策し、森林教室としてかづらを使ったかご
作りを体験しました。参加者は悪戦苦闘しな
がらも立派な作品を楽しく作っていました。
お魚教室では、不知火海で獲れる魚について
実物を見ながら学び、最後には獲れた魚をバー
ベキューにしておいしそうに食べていました。

古中尾里山森林教室自然とのふれあい体験教室

海難防止講習会開催

　10 月 12 日（土）、津奈木漁協と芦北漁協
の組合員を対象とした海難防止講習会が芦北
漁港で開催されました。これは、漁船海難防
止協調運動が 10 月に実施されていることか
ら開催したものです。
　今年は八代海上保安員と地元組合員による
初めての実技演習が行われ、海に落ちたとき
の対処法や救助方法、救命胴衣の重要さが説
明されました。実演に参加した組合員は「救
命胴衣の有無で安心感が全然違う。過去にヒ
ヤッとする経験もあるので、これからは着用
するようにしたいです」と話していました。

海難事故から身を守る
海での実技演習を行いました

１位を獲得した第１学年と第２学年の生徒

　10 月 16 日（水）、芦北水俣郡市英語暗
唱大会が芦北町社会教育センターで行われま
した。この大会は芦北水俣の中学校各学年
から代表グループが集まり，各学年 15 組が
出場しました。その中で津奈木中の１学年と
２学年が見事１位を獲得し、11 月 7 日（木）
に熊本市で行われる県大会に出場します。

【第１学年】（敬称略）※後列左から　　
○寺床友

ゆうすけ
佑 ○緒方亜

あみ
美 ○篠原璃

りほ
帆

【第２学年】※前列左から
○吉野志

しほ
保 ○田口直

なおき
樹 ○津奈木悠

ゆういち
一　

○川添海
かいり

璃

水俣芦北郡市英語暗唱大会

見事な表現力で観客を魅了
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年金情報
国民年金に関する情報を
ご紹介します。

出張年金相談所
　年金事務所の職員が相談を
お受けします。

【相談日】
11月  8日（金） 芦北町役場
11月14日（木） 水俣市もやい館

【連絡先】
0965-35-6123　※要予約

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

が
発
行
さ
れ
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納

付
し
た
全
額
が
所
得
税
・
町

民
税
な
ど
の
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
国

民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険

料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
場

合
は
、
そ
の
年
の
１
月
１
日

か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付

し
た
国
民
年
金
保
険
料
を
証

明
す
る
書
類
の
添
付
な
ど
が

必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
し
た
人
に
は
日

本
年
金
機
構
本
部
か
ら
「
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
送

付
さ
れ
ま
す
の
で
、
年
末
調

整
や
確
定
申
告
を
す
る
ま
で

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
世
帯
主
・
配
偶
者
と

し
て
家
族
の
保
険
料
も
納
付

し
た
場
合
は
、
そ
の
納
付
額

も
納
付
し
た
人
の
控
除
対
象

と
な
り
ま
す
。
年
末
調
整
な

ど
の
手
続
き
の
際
に
自
身
の

社
会
保
険
料
の
額
と
合
算
し

て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。（
こ

の
と
き
、
家
族
分
の
証
明
書

も
添
付
が
必
要
で
す
）

　

詳
し
く
は
、
控
除
証
明
書
説

明
資
料
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

住
民
課
住
民
班

☎
７
８-

３
１
１
３（
内
１
１
３
）

環境技術研究開発事業

　「省エネ・低公害性・廃棄物のリサイクル」
など環境配慮型の研究開発に関する事業に対
して費用の一部を助成します。
 
■定　員　
○環境に対する負荷の軽減に資する環境配慮型
　の先端技術の研究開発
○地域における環境配慮型の研究開発を促進す
　る事業
■対　象　
水俣・葦北郡において環境配慮型の先端技術
の研究開発を行う株式会社など
■締　切　
１2 月 18 日（水）

地域振興事業
 
　「町の特産品を開発したい」「町を元気にする
ためのイベントを実施したい」など、自主的な地

域づくり活動に対して、費用の一部を助成します。

■事　業　
○地域産業の振興に関する事業
○地域住民などの自主的な地域づくり活動を支援
　する事業
○地域の再生・振興を図るため必要と思われる事業
■対　象　
町内に事業所を置き、組織及び責任の　　　
所在が明確な民間団体など
■締　切　
１2 月 18 日（水）

津奈木町をより良い町にする事業を助成します！！募
　集

■問い合わせ　振興課自立振興班　☎ 78-3112（226）

　

平
成
25
年
９
月
議
会
に
お
き
ま
し
て
同

意
を
い
た
だ
き
10
月
１
日
付
け
で
副
町
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

私
は
、
平
成
24
年
３
月
に
役
場
を
退
職

副町長 山
やまだ

田　豊
とよたか

隆 前副町長 福
ふくしま

島　伸
のぶよし

佳

し
、
そ
れ
ま
で
36
年
間
町
職
員
と
し
て
た

く
さ
ん
の
方
々
に
お
世
話
に
な
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
こ
の
た
び
副
町
長
と
い
う
職
務
を

い
た
だ
き
職
責
の
重
大
さ
に
改
め
て
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
副
町
長
と

し
て
西
川
町
長
を
補
佐
し
、
議
会
や
関
係

団
体
な
ど
の
皆
さ
ま
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
町
長
の
基
本
理
念
で
あ
る
『
住
み
た

く
な
る
町
づ
く
り
』
に
向
け
て
誠
心
誠
意

努
力
す
る
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
い
て
は
何
卒
こ
れ

ま
で
以
上
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
就
任
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
９
月
30
日
付
け
で
副
町
長
の

職
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。
３
期
12
年
間
、

西
川
町
長
の
補
佐
役
と
し
て
津
奈
木
町
の

重
要
な
町
政
に
携
わ
ら
せ
て
頂
き
、
誠
に

あ
り
が
た
く
光
栄
に
存
じ
て
お
り
ま
す
。

　

在
任
中
は
公
私
と
も
に
格
別
の
ご
指
導

と
ご
鞭
撻
を
賜
り
、
お
か
げ
を
も
ち
ま
し

て
、
職
責
を
果
た
し
得
ま
し
た
事
を
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

12
年
前
助
役
拝
命
の
日
に
あ
る
方
か
ら

電
話
が
あ
り
「
人
様
の
お
か
げ
に
感
謝
し
、

真
心
を
尽
く
す
こ
と
、
自
分
を
磨
い
て
生

き
る
こ
と
、
気
合
を
い
れ
て
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
い
う
あ
り
が
た
い
励
ま
し
の
言

葉
を
い
た
だ
き
こ
の
言
葉
を
大
切
に
、
心

が
け
て
参
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、「
住
み
や
す
い
活
気
の
あ

る
津
奈
木
町
」
の
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
、

退
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第２３回つなぎふれあい祭り開催！！催
　し

■問い合わせ　振興課自立振興班　☎78-3112（226）

　町制施行 50 周年記念つなぎふれあい祭りを開催します。今年は町制施行 50 周年記念として「写真で振
り返る津奈木歴史展」を他の展示品とあわせてＢ＆Ｇ体育館に展示します。他にも下記のとおりイベントが
盛りだくさんですので皆さんぜひお越しください。

■日　時　
11 月９日（土）、10（日）
午前９時
■場　所
総合グラウンド
■内　容
～ステージ～

（１日目）
町内保育園、幼稚園ステージ発表
つなぎ舞鶴太鼓
平国六方踊り
いちご倶楽部
もっこすファイヤー

就任のあいさつ 退任のあいさつ

（２日目）
ブロンズマラソン
はせがわ天晴
ザ・わらべなど
～イベント～
ブロンズマラソン
魚のつかみどり
動物愛護祭り
お楽しみ抽選会など
～展示～
各小中学校作品
津奈木町各教室作品
動物愛護図画作品
町制施行50周年記念『写真で振り返る津奈木歴史展』
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問い合わせ先
○津奈木町役場
　総　務　課　　　☎ 78-3111

　振　興　課　　　☎ 78-3112

　住　民　課　　　☎ 78-3113

　教育委員会　　　☎78-5400

○社会福祉協議会　☎ 61-2940
○ごみ処理場　　　☎78-2584

交通・災害、人事、有線放送 etc.

農業振興、住宅・水道、建設 etc.

住民票、ごみ、保険、住民税 etc.

学校教育、生涯学習、体育施設 etc.

Life InformationLife Information

情 報情 報
ののの

くらしくらし

町内施設案内

開　館／平　　日    8：30 ～ 17：00
　　　　土日祝日　10：00 ～ 17：00
休館日／毎週月曜、12/29 ～ 1/3

☎７８-３０９６

津奈木町図書館

営　業／ 9：00 ～ 18：00
休業日／第１水曜、12/31 ～ 1/2

☎７８-２０００

物産館グリーンゲイト

営　業／ 10：00 ～ 21：00
休業日／第１水曜、12/31 ～ 1/1

☎７８-４１２６
つなぎ温泉四季彩

つなぎ美術館

開　館／ 10：00 ～ 17：00
休館日／毎週水曜※祝日の場合は翌日、
　　　　12/31 ～ 1/1

☎６１-２２２２

開　館／ 9：00 ～ 22：00
休館日／毎週月曜、12/29 ～ 1/3

☎７８-３０９６

つなぎ文化センター

　

水
俣
保
健
所
で
は
、12
月
１
日
の
「
世

界
エ
イ
ズ
デ
ー
」
前
後
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査

を
拡
充
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

エ
イ
ズ
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
い
う
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
し
て
起
こ
る
病
気
で
す
。
感

染
か
ら
発
病
ま
で
は
数
年
の
潜
伏
期
が

あ
り
、
感
染
し
て
い
て
も
早
期
に
発
見

し
治
療
を
始
め
る
こ
と
で
発
病
を
予
防

し
た
り
、
遅
ら
せ
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

検
査
は
採
血
だ
け
で
す
の
で
短
時
間

で
終
わ
り
ま
す
。
希
望
者
は
前
日
ま
で

に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
検
査
日
程

▽
11
月
28
日
（
木
）

　

午
前
９
時
～
午
後
７
時

▽
11
月
29
日
（
金
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▽
12
月
５
日
（
木
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

無
料
・
匿
名
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検

査
を
受
け
ら
れ
ま
す

　

応
急
手
当
て
の
正
し
い
知
識
と
技
術

を
身
に
つ
け
る
た
め
、
救
急
法
の
講
習

会
を
実
施
し
ま
す
。
身
近
な
人
が
倒
れ

た
と
き
、
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の

応
急
手
当
が
尊
い
命
を
救
い
ま
す
。
ま

た
、
講
習
を
受
講
後
３
年
経
過
し
た
人

は
、
再
講
習
を
受
け
ら
れ
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
受
講
は
無
料
で

す
。

●
日　

時

　

11
月
17
日
（
日
）
午
前
９
時
～
正
午

普
通
救
命
講
習
会
を
開

催
し
ま
す

●
場　

所

　

水
俣
芦
北
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防

本
部
２
階
講
堂

●
対
象
者

　

中
学
生
以
上
20
人
程
度

●
内　

容

　

心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
扱
い
、
そ

の
他
の
応
急
手
当
な
ど
の
実
技

●
申
込
期
限　

11
月
13
日
（
水
）

●
申
込
方
法

　

水
俣
消
防
署
ま
た
は
芦
北
消
防
署
に

あ
り
ま
す
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
最
寄
り
の
消
防
署
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
そ
の
他

　

修
了
者
に
は
修
了
証
を
交
付
し
ま

す
。
過
去
に
本
講
習
会
を
受
講
し
修
了

証
を
お
持
ち
の
人
は
、
申
込
書
提
出
時

に
一
緒
に
提
出
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

水
俣
芦
北
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防

本
部
警
防
課

　

☎
６
３-

１
１
９
１

●
場　

所　

水
俣
保
健
所

●
問
い
合
わ
せ

　

水
俣
保
健
所
保
健
予
防
課

　

☎
６
３-

４
１
０
４

　

芦
北
地
域
振
興
局
１
階
に
「
ジ
ョ
ブ

カ
フ
ェ
・
芦
北
ブ
ラ
ン
チ
」
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
就
職
に
関
す
る
相
談
な
ど

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ご
利
用
の
際
に
は
、

予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
対　

象

　

お
お
む
ね
35
歳
未
満
の
人
、
大
学
生
・

短
大
生
・
専
門
学
校
生
・
高
校
生
な
ど
、

ま
た
は
そ
の
保
護
者
、
学
校
の
進
路
指

導
の
先
生

●
利
用
時
間

　

月
～
金
曜
日
の
午
前
10
時
～
午
後
５

時
（
木
曜
日
は
午
後
４
時
ま
で
、
祝
日
・

若
い
人
の
仕
事
探
し
を

お
手
伝
い
し
ま
す

年
末
年
始
は
休
み
）

●
内　

容

　

就
職
に
関
す
る
相
談
、
職
業
適
性
診

断
、
求
人
情
報
提
供
、
出
前
相
談
、
職

業
講
話
な
ど

●
問
い
合
わ
せ

　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
芦
北
ブ
ラ
ン
チ

　

☎
８
２-

３
１
２
３

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
に
不

正
ア
ク
セ
ス
し
、
正
規
利
用
権
者
の
口

座
か
ら
不
正
送
金
す
る
事
案
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
、
次
の
こ
と
に
努
め
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

①
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
含
め
、
ウ
イ
ル

ス
対
策
ソ
フ
ト
を
導
入
し
、
Ｏ
Ｓ
は
最

新
状
態
を
維
持
し
ま
し
ょ
う
。

②
パ
ス
ワ
ー
ド
は
使
い
回
し
せ
ず
、
ワ
ン

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

強
化
に
努
め
ま
し
ょ
う

　

日
常
生
活
で
生
じ
る
身
近
な
ト
ラ
ブ

ル
に
つ
い
て
、
司
法
書
士
が
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
の
で
、
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

●
日　

時

　

11
月
23
日
（
土
）

　

午
後
10
時
～
午
後
３
時

●
場　

所　

つ
な
ぎ
文
化
セ
ン
タ
ー

●
対
応
者　

平
松
大
輔
氏(

司
法
書
士)

●
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
総
務
班

　

☎
７
８-

３
１
１
１
（
内
２
１
４
）

司
法
書
士
に
よ
る
無
料

法
律
相
談
会
の
開
催

　

公
共
施
設
や
店
舗
な
ど
に
設
置
さ
れ

て
い
る
「
障
が
い
者
用
駐
車
場
」
を
本

当
に
必
要
と
し
て
い
る
人
が
止
め
ら
れ

な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
ま
す
。
歩

障
が
い
者
用
駐
車
場
の

適
正
利
用
に
ご
協
力
を

　

11
月
１
日
か
ら
、「
プ
レ
ベ
ナ
ー
（
沈

降
７
価
肺
炎
球
菌
結
合
型
ワ
ク
チ
ン
）」

が
「
プ
レ
ベ
ナ
ー
13
（
沈
降
13
価
肺
炎

球
菌
結
合
型
ワ
ク
チ
ン
）」
に
切
り
替

わ
り
ま
す
。「
プ
レ
ベ
ナ
ー
13
」
に
は
、

今
ま
で
の
も
の
に
新
た
に
６
種
類
の
成

分
が
追
加
さ
れ
、
計
13
種
類
の
肺
炎
球

菌
の
成
分
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
よ
り
多
く
の
肺
炎
球
菌
に
対

し
て
予
防
効
果
が
期
待
で
き
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
今
ま
で
と
同
じ
で
す
の

で
、
残
り
の
回
数
を
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通

小
児
科
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
が
変
更
に
な
り
ま
す

行
が
困
難
な
障
が
い
の
あ
る
人
な
ど
の

た
め
の
ス
ペ
ー
ス
で
す
の
で
、
必
要
の
な

い
人
は
止
め
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
障
が
い
者
用
駐
車
場
を
必
要

と
す
る
人
に
は
、
県
内
共
通
の
利
用
証

（
ハ
ー
ト
フ
ル
パ
ス
）
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

【
ハ
ー
ト
フ
ル
パ
ス
】

●
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
室

　

☎
０
９
６
５-

３
２-

２
２
０
２

　

水
俣
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で

は
、
第
９
回
市
民
懇
話
会
を
開
催
し
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
地
域
医
療
や
当
セ
ン

タ
ー
に
ご
意
見
の
あ
る
人
、
過
去
の
懇

話
会
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
人
、
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
自
由
な
発
想

で
幅
広
い
意
見
交
換
を
目
指
し
ま
す
の

で
、
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

●
日　

時

　

12
月
７
日
（
土
）

　

午
後
２
時
～
午
後
４
時
30
分

●
場　

所

　

水
俣
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
新
西

館
６
階
会
議
室

●
内　

容

　

水
俣
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
院
長

講
話
、
質
疑
応
答
な
ど

●
問
い
合
わ
せ

　

水
俣
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
総
務
課

　

☎
６
３-

２
１
０
１
（
内
５
８
１
）

地
域
医
療
に
つ
い
て
坂

本
院
長
と
語
ろ
う
！

タ
イ
ム
パ
ス
ワ
ー
ド
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

③
心
当
た
り
の
な
い
送
信
者
か
ら
の

メ
ー
ル
添
付
フ
ァ
イ
ル
は
、
安
易
に
開

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

　

水
俣
警
察
署
生
活
安
全
係

　

☎
６
２-

０
１
１
０
（
内
３
１
１
）

●
日　

時

　

12
月
１
日
（
日
）

　

午
後
９
時
～
正
午

●
場　

所　

ご
み
処
理
場

●
料　

金　

有
料

　

※
ご
み
の
量
な
ど
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

▽
住
民
課
住
民
班

　

☎
７
８-

３
１
１
３
（
内
１
１
３
）

▽
ご
み
処
理
場

　

☎
７
８-

２
５
８
４

粗
大
ご
み
特
別
持
込
受

け
入
れ
を
行
い
ま
す

り
「
プ
レ
ベ
ナ
ー
13
」
で
接
種
し
て
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課
福
祉
班

　

☎
７
８-

３
１
１
３
（
内
１
１
６
・
１

１
８
）
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今月の
おすすめ 本

11月
町の行事
カレンダー

　各行事などで撮った写真や掲載した写真が欲しい人は
総務課企画財政班広報担当までお気軽にお尋ねください。

※ () 内増減は前月比

平成２5年９月30日現在

町の人口と世帯数

●出生／　2人

●死亡／　1人

●転入／　6人

●転出／　2人

人　 口

  男　

  女　

世帯数

５,０６８人

２,３６２人

２,７０６人 

２,００４戸

（+５人）

（+４人）

（+１人） 

（+２戸）

2013 .November
Event Calendar

日 月 火 水 木 金 土

1 2
選ぶ健診・総合健診

（平国コミュニティー
センター）

総合健診
（つなぎ文化セン
ター）

3文化の日 4振替休日 5 7 8 9
選ぶ健診

（つなぎ文化セン
ター）

選ぶ健診
（改善センター）

選ぶ健診
（つなぎ文化セン
ター）

平国天子宮大祭相撲
（12:00、平国天
子宮）

つなぎふれあい祭り
（9:00、総合グラ
ウンド）

10 12 13 16
つなぎふれあい祭り

（9:00、総合グラ
ウンド）
ブロンズマラソン

（9:00、町内）

１歳６カ月児健診
（13:00、津奈木
町改善センター）

キラキラ☆クラブ・
母子健康手帳交付

（10:00、改善セン
ター）

17 20 21 22 23勤労感謝の日

中学校文化祭
（9:00、中学校）

キラキラ☆クラブ・
母子健康手帳交付

（10:00、改善セン
ター）

26 27 28 30
４カ月児健診

（13:00、水俣市
保健センター）

３歳６カ月児健診
（12:30、水俣市
保健センター）

町制施行50周年記
念コンサート

（18:30、文化セ
ンター）

津奈木町図書館 平日：午前８時３０分～午後５時
土日祝日：午前１０時～午後５時
毎週月曜日休館

編
集
後
記
―

▼
気
が
つ
け
ば
も
う
11
月
！
月
日
が
経
つ

の
は
本
当
に
早
い
も
の
で
、
も
う
秋
で
す
。

そ
れ
な
の
に
台
風
が
次
か
ら
次
へ
と
上
陸

し
ま
す
ね
。
幸
い
本
町
に
大
き
な
被
害
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
気
を
ゆ
る
め
ず
万
が
一

に
備
え
ま
し
ょ
う
▽
今
月
は
本
町
に
『
幸

せ
の
鐘
』
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
こ
の
鐘
を
鳴
ら
し
て
幸
せ
に
な
る
人
た

ち
が
増
え
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

▼
毎
年
の
こ
と
な
の
で
す
が
、
町
民
体
育

祭
の
後
は
必
ず
筋
肉
痛
で
動
け
な
く
な
っ

て
し
ま
う
の
が
悩
み
で
す
。
来
年
こ
そ
は

そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
と
意
気
込
む
の
で

す
が
、
い
ざ
そ
の
時
に
な
る
と
な
か
な
か

体
が
動
か
な
い
も
の
で
す
。
終
わ
っ
た
後
に

残
る
の
は
筋
肉
痛
と
後
悔
ば
か
り
。
さ
ぁ
、

来
年
は
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
…
笑

○聖○西

和のひろば

今月の表紙
幸せの鐘除幕式

ご
寄
附
・
ご
芳
志
お
礼（

敬
称
略
）

　10月12日（土）に
『幸せの鐘』除幕式が
行われました。当日は
カップルや友人、家族
で手をつなぎながら参
加する人たちが目立ち
ました。これから津奈
木町で手をつなぎなが
らみなさんの幸せも風
船に乗せてつないでも
らえたらと思います。

東京・小菅のアパートで中
年女性の他殺死体が見つか
る。被害者は滋賀県在住で、
何かの目的で上京してきたら
しい。警視庁捜査一課の松
宮たちは捜査をするが…

雨のなか、ねずみくんが傘を差
していると、カメくんやアヒルく
ん、アシカくんが次々やってき
て、「傘なんていらないよ！」と
言われてしまいます。しょんぼ
りしていたねずみくんですが…

あめあめふれふれ　ねずみくん

祈りの幕が下りる時
東野 圭吾／著

なかえよしを／作　上野 紀子／絵

児童書

一般書

ほかにもこんな本が入りました！

【児童書】
▼風立ちぬ／宮崎 駿　▼都会のトム＆ソーヤ／はやみねか
おる　▼どんぐりむらのどんぐりえん／なかやみわ　ほか

【一般書】
▼人類資金／福井 晴敏　▼岳飛伝⑥／北方 謙三　▼北
の街物語／内田 康夫 ほか　

▽貸し出し冊数は、一人３冊までです。
▽貸出期間は２週間です。ただし、入荷１か月以内のもの
と予約が入っている本については１週間となります。

短　
　
　

歌

肥
後
狂
句

田
舎
も
ん

　
　

キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
歩
く
繁
華
街

情
熱

　
　

ひ
と
目
ぼ
れ
し
て
プ
ロ
ポ
ー
ズ

色
葉
二
屁

田
舎
も
ん

　
　

近
く
の
人
と
助
け
合
い

情
熱

　
　

心
の
中
は
見
え
は
せ
ん

寅
之
助

田
舎
も
ん

　
　

流
行
に
ゃ
敏
感
ば
い

情
熱

　
　

老
い
て
も
変
わ
ら
ん
恋
心

三
太
郎

田
舎
も
ん

　
　

鶴
屋
に
行
け
ば
そ
わ
そ
わ
し

情
熱

　
　

も
は
や
薄
れ
た
夫
婦
愛

浦　

島

朝
刊
の
熊
日
新
聞
の
た
か
ら
箱

     

平
国
小
の
詩
楽
し
み
て
読
む

寺
本　

ツ
ル
ヲ

荒
草
の
中
よ
り
の
び
て
紫
の

     

小
さ
き
花
よ
野
の
朝
顔
は

野
田　

浦
子

不
知
火
の
貴
婦
人
と
い
ふ
う
た
せ
舟

     

赤
い
夕
日
が
白
帆
に
映
え
て

竹
永  

脩
人

◆
次
回
の
笠

　

▽
ふ
る
さ
と　

▽
み
た
こ
た
な
か

◆
締
切
・
提
出
先

　

十
二
月
六
日（
金
）教
育
委
員
会
迄

田
舎
も
ん

　
　

高
い
ビ
ル
み
て「
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
！
」

情
熱

　
　

興
奮
し
す
ぎ
に
ご
注
意
を

千
代
之
助

代
名
詞
あ
れ
、あ
の
、あ
そ
こ
と
言
い
す
ぎ
て

  

と
う
と
う
出
ざ
り
し
柿
の
名
ひ
と
つ

加
来  

道
子

◆
お
詫
び
と
訂
正
◆

広
報
つ
な
ぎ
10
月
号
の
『
ご
寄
附
・
ご
芳
志
お
礼
』

欄
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
川
﨑
珠
生（
清
太
朗
）様
の
地
区
を「
小
津
奈
木
」

と
し
て
い
ま
し
た
が
「
竹
中
」
地
区
で
す
。
訂
正

し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
へ
― 

◆
香
典
返
し

　
地
区
名
　
　
喪
主
・
届
出
人
（
故
人
）

　
日
　
　
当
　
　
臼
井 

和
子
（
兼
光
）

　
竹
　
　
中
　
　
山
﨑 

信
行
（
ア
キ
コ
）

　　右
の
方
か
ら
金
一
封
を
ご
寄
附
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ご
意
思
に
添
い
有
効
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
故
人
の
ご
冥
福
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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☎ : 

０
９
６
６-

７
８-

３
１
１
１

津
奈
木
町U

RL : http://portal.kum
am

oto-net.ne.jp/town_tsunagi/
Ｅ-
メ
ー
ル : hpm

aster@
tow

n.tsunagi.lg.jp

広
報
つ
な
ぎ

■
発
行
・
編
集　
津
奈
木
町
役
場 

総
務
課

〒
８
６
９-

５
６
９
２

熊
本
県
葦
北
郡
津
奈
木
町
大
字
小
津
奈
木
２
１
２
３

平
成
25
年
11
月
１
日
発
行

元気な赤ちゃん大募集 !!
赤ちゃんこんにちは !! に掲載を希望する赤ちゃん
を募集します。掲載順については先着順となります。
詳しくは、総務課または各保育所へお尋ねください。
■申込・問い合わせ先
　 総務課企画財政班　 ☎７８-３１１１（内２１９）

●問い合わせ　　☎６１－２２２２　　開館時間：午前１０時～午後５時　　休館日：毎週水曜日（祝日の場合は翌日）

パパから一言

パパ 隆典さん

ママ 智世さん

長
ながはま

濵　双
ふたば

羽ちゃん(1歳3ヵ月)

平国上地区

笑顔が素敵でお
姉ちゃんのことが
大好き！歩くの上
手になりました♪

赤崎水曜日郵便局開局記念展

　人と人の意識の交換を働きかけるアートプロジェクト「赤崎水曜日郵便局」の開局を記念した展覧会を開

催しています。アーティスト ( クワクボリョウタ / 下道基行 / 淺井裕介 ) は津奈木町を何度も訪れたうえで制

作に臨んでいます。アートによって土地の記憶を再編する行為は、そこに立ち作品を見る人に意識の交換を

促し、記憶の消息に思いを巡らせていただければ幸いです。

消 息一年目の
- 語りかけることができる『君』-

　期　間　9 月 7 日（土）から 12 月１日（日）

　場　所　つなぎ美術館１・３階展示室

　料　金  一　般 300 円

　　　 　　高大生 200 円

　　　　　 小中生 100 円

【関連プログラム】

メールから手紙へ。
　郵便的世界の意味するもの

　講　師　南嶌　宏（女子美術大学教授）

　日　時　11 月 16 日（土）午後２時

　定　員　30 人（先着順）

　料　金　無料

　

千
葉
県
市
川
市

の
東
京
湾
に
来
て
い

ま
す
。
時
折
、
風
に

乗
っ
て
や
っ
て
く
る

潮
の
香
り
を
微
か
に

感
じ
ま
す
。

　

縦
横
に
き
れ
い

に
並
ん
だ
家
々
や

十
数
階
建
て
の
マ
ン

シ
ョ
ン
群
は
、
か
つ

て
干
潟
の
海
で
あ
っ

た
場
所
を
埋
め
立 撮影：森　賢一

ポ
ス
ト
マ
ン

五
十
嵐 

靖
晃
さ
ん

て
た
上
に
建
っ
て
い

ま
す
。
集
合
住
宅

の
各
戸
の
間
取
り

は
、
か
つ
て
船
上
生

活
し
て
い
た
人
々
の

船
内
の
間
取
り
を

元
に
作
ら
れ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　

そ
れ
ら
を
踏
ま
え

て
考
え
る
と
、
東
京

湾
岸
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ

ン
の
街
並
も
干
潟
の

海
の
上
に
た
く
さ
ん

の
船
が
集
っ
て
い
る

風
景
に
見
え
た
水
曜

日
。
こ
の
海
も
赤
崎

水
曜
日
郵
便
局
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

（
写
真
・
文
：
五
十

嵐
靖
晃
）

～ポストマンからのメッセージ～

手紙累計数

※９月１５日現在

6/19
開局

４７５  通


